
中標津小学校いじめ防止対策計画（いじめ対策委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 職員会議等 未然防止に向けた取組 早期発見に向けた取組 

4月 いじめ対策委員会会議 学年・学級づくり 個人面談（保護者との連携） 

5月 保護者への啓発 異学年交流会 参観日・ほっと・教育相談週間 

6月   いじめ実態把握調査 

7月   学校評価 

8月 教職員研修 異学年交流会  

9月 いじめ対策委員会会議  参観日 

10月  学年・学級づくり いじめ実態把握調査 

11月   ほっと・教育相談週間 

12月  異学年交流会  

1月 教職員会議  学校評価 

2月 いじめ対策委員会会議 人権教室（５・６年） 参観日 

3月    

 

＜法令・施策等＞ 
日本国憲法 
教育基本法 
学校教育法 
学習指導要領 
北海道教育の基本理念 
いじめ防止対策推進法 

 
＜学校教育目標＞ 
○すすんで学習にはげむ子ども 
○力を合わせてやり抜く心豊かな子ども 
○じょうぶでたくましい子ども 
 

＜学校・地域・保護者の願い＞ 
・児童の実態 
・保護者の願い 
・教職員の願い 
・社会の要請 
 

＜いじめの定義＞ 

児童生徒に対して、当該児童

生徒が在籍する学校に在籍

している等当該児童生徒と

一定の人的関係にある他の

児童生徒が行う心理的又は

物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて

行うものを含む）であって、

当該行為の対象となった児

童生徒が心身の苦痛を感じ

ているもの 

 
【目的】 
１ いじめは人権を侵害する行為であること 
を児童に認識させ、他者を思いやる気持ちを
育てる。 

２ 全ての児童がいじめの不安や苦痛に悩ま 
されることなく、安全かつ安心して学校生活
を営むことができるよう、いじめの防止や解
消に組織的に取り組む。 

【基本方針】 
１ 「いじめは人間として絶対に許されない」 
という強い認識をもつ。 

２ 「いじめは、どの学校でも、どの子にも起 
こりうる」という危機意識をもつ。 

３ 「いじめられている子を最後まで守り抜 
く」という信念をもつ。 

＜組織＞ 

中標津小学校いじめ対策委員会 

 

①学校関係 

 校長、教頭、教務主任、生活部

長、養護教諭、（学年主任） 

②保護者・地域関係 

 PTA三役 

 学校運営協議会委員 

③関係機関 

 教育委員会、警察、（医師） 

 心理・福祉等の専門家 

 ＳＣ・ＳＳＷ 

いじめ防止対策の基本方針 

＜学校教育目標＞ 

基 本 施 策 

①道徳教育の充実 
○人権教育や思いやりの心を

育む道徳教育の推進 

・人権教室の開催 

○道徳の授業の充実・公開 

・参観日による公開 

・教科書・資料の活用 

○体験活動の充実 

・自然体験 

・地域との交流 

○自尊感情の高揚を図る 

・自力解決 

・プラス評価の導入 

・認め合い・支え合い 

いじめ未然防止等計画 

②早期発見のための措置 
○定期的ないじめ実態調査の

実施 

・学校評価 

・教育委員会調査 

○教職員のいじめ発見におけ

る資質向上 

・毎夕打の情報交流 

・チェックリストの活用 

・保護者及び周囲児童の情報 

・安心感を与える指導 

○ほっとの活用 

③相談体制の整備 
○教職員の協力協働体制 

・子どもと向き合う時間の

保障 

○カウンセリングマインド

による共感的理解 

・教育相談の充実 

・連絡ノートの活用 

○保護者・地域との連携 

・朝の健康観察シートの活  

  用 

・信頼関係の構築 

・子どもの見守り活動 

④インターネットを通じ

て行われるいじめ対策 
○情報モラルの指導 

・特別活動 

○ネット上のトラブルについ

ての動向把握 

・教育委員会、関係機関との連携 

・ネットパトロール 

○保護者との連携・協力 

・フィルタリング 

・情報交換 

・ルール作り 


